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解 説

1. 本研究班で開発した、プリオン病早期病変の拡散異常域定量化解析プ
ログラムにDICOMインターフェースを追加し、ソフトウェアとして完成させ

た。

2. 本ソフトウェアによって、各施設でより簡便に早期プリオン病患者の拡散

異常域の定量評価を横断的、縦断的に高精度に行うことが可能となった。

3. 本ソフトウェアによって得られるプリオン病早期病変の客観的評価値が、
本症の診断基準を策定・改訂する上で有効な指標となることが予想され

る。


